
情報モラル教育指導者セミナー

どうすればいいの？ 子どものネットトラブルがなかなか減らない！

事例から課題を考える
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１．平日の家庭学習時間（７月全校調査の結果）

■本校生徒の実態から

1時間未満の学習時間の生徒 R6.12月49.5％ → R7.7月51.6%
（全国学力・学習状況調査 全国の3年生38.1％）

30分以下の学習時間の生徒 R6.12月30.9％ → R7.7月33.9%
  （全国学力・学習状況調査 全国の3年生19.0％）
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3年生は
全国平均並みに改善
しているが・・・
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２．平日にスマートフォンやタブレットでSNSや動画視聴をしている時間

３時間以上のSNS・動画視聴 R6.12月71.1％ → R7.7月58.1%
改善傾向は見られるが、引き続き大きな課題

■本校生徒の実態から
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３．スマートフォンやタブレットの使い方について、
家の人と約束したことを守っていますか

「約束がない」の回答が
R6.12月 25.3％（全校で49名）→R7.7月16.3％（全校で33名）

※R7.7月保護者23名

34.0 29.9 
6.7 

2.6 
25.3 

1.5 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

R6.12月

①きちんと守っている

②だいたい守っている

③あまり守っていない

④守っていない

⑤持っているが約束はない

⑥持っていない

31.0 41.9 
7.4 

1.5 
16.3 

2.0 
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

R7.7月

①きちんと守っている

②だいたい守っている

③あまり守っていない

④守っていない

⑤持っているが約束はない

⑥持っていない

■本校生徒の実態から



■事例から課題を考える

手放せない道具になってしまった

□「ながら」勉強の定着
→学習した？内容が身につかない

→学習時間が短縮

※使いすぎが脳の発達に影響も

出典：ChatGPT5を用いて2025年に生成



一人一台端末の持ち帰り 保護者の声

□家庭での動画視聴など、趣旨から外
れた使用あり

□学習に関係のないことで、友だちと
チャットや連絡を取り合っている

□趣旨に反した使用により、学習時間
や睡眠時間の確保が難しくなっている

■事例から課題を考える

出典：ChatGPT5を用いて2025年に生成



公園の姿
コミュニケーションはどこへ

□位置情報アプリの普及
→互いの居場所がわかり集まるものの、
コミュニケーションは少ない

□他の遊びやコミュニケーションの術
がない
→公園は、ボール遊び✕ 花火✕

→直接的なかかわりの術を知らない

■事例から課題を考える

出典：ChatGPT5を用いて2025年に生成



大人の問題
そもそも大人の扱いがどうなのか

□家族のコミュニケーションはどこへ

→最も身近なコミュニケーションの場が
危うい状況になっていないか

■事例から課題を考える

出典：ChatGPT5を用いて2025年に生成



大人の問題
そもそも大人の扱いがどうなのか

□授業参観のようすが大変なことに

→授業のようすを撮影（静止画・動画）

→SNSへの掲載、書き込み

■事例から課題を考える

出典：ChatGPT5を用いて2025年に生成



■事例から課題を考える

そもそも、
家の人との「約束」 とは何か

□『「悪い」使い方はしない』程度の約
束が多いのではないか

→「悪い」とはどんな行為なのか、約束
が具体になっていない

→生徒・保護者・学校が危機感を共有
して、具体的な改善を図る必要あり



■事例から課題を考える

のぞましい使い方、付き合い方を
具体にする

□約束をする主体を子どもにする

→子どもたちが考える
学級・児童会・生徒会

□親子で考える

→家族で時間をかけて話し合う

→子どもだけでなく、親も約束する
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